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1 は じ め に

日本短角種の肥育において,各肥育時期で将来の赤肉生

産量の予測ができれば,各個体にあった合理的な飼養管理

を行うことができる。非破壊法による赤肉量の推定には超

音波を利用した報告があるが,機械の精度や判定者の熟練
などいくつかの問題が指摘されており実用化されていない

の。また,赤肉生産量の推定に関しては,超音波を使用し

なくても体型及び体重で充分可能なことが示唆されている

■り。そこで著者らは,日本短角種去勢牛の肥育前期,中

期,後期の各段階の開始時と屠殺前での体重 ,体型を測定

し,各段階から将来の赤肉生産量を推定することを試みた。

2 材料及び方法

供試牛は東北農業試験場で飼養管理された日本短角種去

勢牛で,肥干前期開始時 (10か 月齢),中期開始時 (15か

月齢),肥育後期 (20か 月齢)及び屠殺前 (245± 15か

月齢)の各時期に体重及び体型を測定した。体型の測定項

目は,体高,十字部高,体長,胸囲,胸深,腰角幅,かん

幅,坐骨幅,肩幅,尻長,胸囲,管囲,腿囲の13部位で ,

説明変数はこれに体重を加えて14個 とした。目的変数とな

る赤肉生産量は左半丸から骨 ,脂肪 ,その他腱類を除去し
て得られる赤肉を計量して求めた。重回帰分析は,田中ら
のによって示されたパソコン用プログラムを使用 し,

Stepwise法 により行った。回帰式に使用される説明変数

は4つまでとし,Fin=Fout‐ 20と した。

3 結果及び考察

0)回帰式について
各肥育期における体重及び体型測定値と生産された赤肉

生産量を表 1に示した。また,こ れらの測定値から得られ

た回帰式を表 2に まとめた。表 2の①②④式において腿囲
の係数が有意であることが認められている。これは既に報

告したように,赤肉生産量の推定における腿囲の重要性を
示唆している。恐らく赤肉生産量のうち腿肉の占める割合

が多いためと思われた。③式においては腿囲が採用されて

いないが,説明変数の係数が有意であったのは,かん幅の

みで,回帰式の説明変数として,体長,肩幅,十字部高が

必要と言うものではない。これらの回帰式の自由度こみの

重相関係数は,それぞれ039,046,047,062と月齢が進
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2 5       51 1      3 6

2 0      72 5     36

1 9       53 2      2 2

1 4      50 5     2 2

15   042   20
1 8       55 4      2 5

19   516   37
60     206 9    11 0

6 1     202 1     88

07   19,   08

293 2

1115

1143

123 9

35 0

55 8

384

39 3

24 4

42 7

37 0

150 5

158 5

161

表 1 供試牛の概要

左半丸赤肉生産量 :91± 82り
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表 2 各肥育段階からの赤肉量の予測

10か月からの推定式 (回帰の有意性 :**)
**       **        *

齋空層属・ 1彰至霊弓

+α 開 ×腿囲 1707親角幅 ―
Ψ l挙理嘱「 ll‖ …①

15か月からの推定式 (回帰の有意性 :**)
*     *     *

赤肉量 =0567× 体長 +0475×腿囲 -1931×坐骨幅 +1412Xかん幅 -794373
R=071 R*2-046 ………………………………②

20か月か らの推定式 (回帰の有意性 :**)
*

赤肉量=0546× 体長 +2298× かん幅 -0962× 肩幅 +0666×十字部高 -139480
R=072 R´ =047 …………………―………③

居殺前 (回帰の有意性 :**)
**        *        *

赤肉量 =0668× 体長 -0696×胸深 +04273× 腿囲■04865×十字部高 -113554
R=081 R*2-062 ………………… … ……④

注 **:Pく 001,*:P<o05

むにつれて高くなった。

2)タ イプ分類について
左半丸の赤肉生産量 (L)か ら日本短角種を小型 (K<
87″ ),中 型 (87″ ≦L<1000),大 型 (L≧ 100″ )
にタイブ分類した。さらに表 2の式より各肥育段階におけ

る測定値から将来の赤肉生産量を予測して個体のタイプ分

類を試み,その結果を表 3に示した。また,次式により分
類の的中率 (P)を求めた。
P(%)=a xloO/N
a:回帰による分類が実際の分類と同じだった個体の数
N:実際の分類頭数
小型及び中型の予測的中率は予測時の月齢が進むにつれ

てそれぞれ286%,429%,500%,643%及 び800%,
833%,833%,833%と 増加または変化しなかった。大
型タイプは429%,143%,286%,429%と 変動が大き
かった。また,供試牛全体では608%,627%,667%,
725%と増加した。的中率はタイプ区分の境界を何ヵにす
るかによって変動するため境界については,特に大型の牛
の頭数を増やしてさらに検討する必要があると思われた。
なお,本研究は農林水産省の一般別枠研究「農業生産管
理システム構築のための情報処理技術の開発」の「日本短

角種肥育牛の飼料給与管理モデルの開発」のなかで行われ

たもので,こ こで得られた回帰式は開発中のプログラムの

なかにも使用されている。

タイプ
回 帰 式 か ら の 的 中 頭 数 と 的 中 率

10か月齢 15か月齢 20か月齢  居殺前 (245± 14か月齢 )
4ヽ型タイプ

中型タイプ

大型タイプ

4(286%)
24(800%)

3(429%)

6(429%)
25(833%)

1(143%)

7(50 0%)

25(833%)

2(286%)

9(643%)
25(833%)

3(429%)
Ａ
ロ 31(608%) 32(627%) 34(667%) 37(725%)
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表 3 タイプ分類と的中率

注 括弧内は的中率を示す。
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